ワークシート３　クーリング・オフと中途解約
自分でお店に出向いて店頭で契約した場合でも、クーリング・オフができる契約があります。(６業種)
エステティックサロン、語学教室、家庭教師、学習塾、パソコン教室、結婚相手紹介サービス
(エステティックサロンは１か月以上、その他は２カ月を超える期間の契約で、５万円を超えるもの)
★ワーク１　クーリング・オフはがきを書いてみよう！
　健太は就職に有利になると思い、英会話教室に通うことにした。２回のお試しレッスンはとても充実していたので、６カ月で３６万円の契約をした。その後、２回レッスンを受けたが、お試しとは随分雰囲気が違っており、つまらないと思うようになった。契約時にクーリング・オフの説明を受けていたので、契約書面の受領日から８日経つ前に、クーリング・オフすることにした。
健太の契約内容
	契約日／書面受領日：平成２７年４月２２日

	商品名：英会話６カ月コース

	契約金額：３６０，０００円

	契約期間：契約日より６カ月間



※既払い金がある場合は、「なお既払い金の　円を返金してください。」に記入。
　クレジットを利用している場合は、クレジット会社にも送付する。
　投函する前に、両面コピーを取っておく。
　特定記録郵便または簡易書留を利用する。
★ワーク２　クーリング・オフ期間が過ぎていたら？
下記の６業種の契約については、クーリング・オフ期間を過ぎても理由を問わず中途解約ができます。その際、業者が消費者に請求できる損害賠償額の上限も定められているので、たとえ契約書に高額な違約金などの定めがあっても支払う必要はありません。
(エステティックサロンは１か月以上、その他は２カ月を超える期間の契約で、５万円を超えるもの)
	中途解約時の
損害賠償等の上限
	業　　種
	サービス利用前
	サービス利用後（下記のいずれか低い額）

	
	エステティックサロン
	20,000円
	20,000円または未使用サービス料の10%

	
	語学教室
	15,000円
	50,000円または未使用サービス料の20%

	
	家庭教師
	20,000円
	50,000円または月謝相当額

	
	学習塾
	11,000円
	20,000円または月謝相当額

	
	パソコン教室
	15,000円
	50,000円または未使用サービス料の20%

	
	結婚相手紹介サービス
	30,000円
	20,000円または未使用サービス料の20%


下記のケースに支払う損害賠償額は概ねいくらでしょう？
	(例)エステティックサロン

	契約期間
	１年間（サービスは月２回）

	契約日
	２か月前（４回サービスを受けた）

	契約金額
	480,000円

	（１）未使用サービス料を計算する
　１回当たりのサービス料　480,000円÷24回＝20,000円
　未使用サービス料（24回－4回＝20回分）　20,000円×20回＝400,000円
　未使用サービス料の10％は？　400,000円×10%＝40,000円
（２）損害賠償額は？
　20,000円と40,000円のいずれか低い額なので、20,000円

	英会話教室

	契約期間
	１年間（サービスは月４回）

	契約日
	６か月前（２４回サービスを受けた）

	契約金額
	360,000円

	（１）未使用サービス料を計算する
　１回当たりのサービス料
　未使用サービス料
　未使用サービス料の20%は？
（２）損害賠償額は？
　　　　　　　円と　　　　　　円のいずれか低い額なので、　　　　　円
ヒント：サービスの合計回数は　48回（月4回×12か月）なので、未使用サービス回数は48回－24回＝24回


上記はあくまで参考です。中途解約時の損害賠償額について不安があれば、消費生活センターへ相談しましょう。
こたえ：36,000円（１回当たりのサービス料360,000円÷48回＝7,500円、未使用サービス料7,500円×24回＝180,000円、未使用サービス料の20%　180,000円×20%＝36,000円、したがって、損害賠償額は36,000円と50,000円のいずれか低い額なので、36,000円）
契約解除通知書





契約年月日　　平成　　年　　月　　日


書面受領日　　平成　　年　　月　　日


商　品　名


契約金額


販売業者名





上記日付の申し込みは撤回し、契約は解除します。





なお既払い金※の       円を返金してください。





平成　　年　　月　　日


<住所>


<氏名>











